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ＧＡＰとは？

「ＧＡＰ」（Ｇood Ａgricultural Practice：農業生産工程管理）とは

農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保す
るための生産工程管理の取組。

≪主なＧＡＰの種類≫

・都道府県の取組んでいるＧＡＰ（埼玉県はＳ－ＧＡＰ）

・ＪＧＡＰ、ＡＳＩＡＧＡＰ

・グローバルＧＡＰ



なぜ今ＧＡＰなのか

・消費者の食の安全・安心への意識の高まり

・農産物の取引要件としてのＧＡＰを求められる傾向

・東京２０２０大会における食材調達基準



ＧＡＰ取組みのメリット

食品安全
（食べる人の安全）

環境保全
（生活環境の安全）

労働安全
（作る人の安全）

経営の改善
・作業の効率化
・農薬・肥料の無駄の減少

農作業の安全やリスク管理
・農産物・作業の安全性の高まり
・農業経営のリスク低減

認証取得により販路拡大
・持続的な経営発展
・認証による信頼性の向上

≪ＧＡＰ取組みの３つの側面≫

≪取組のメリット≫



さいたま市の取組み

農業経営者等のＧＡＰ取得を支援
（さいたま市成長加速化戦略「地場産農産物の農商工連携やブランド化の推進」として位置付け）

特に、ヨーロッパ野菜等の更なる販路拡大に向けて、
東京２０２０大会の食材調達基準ともなっているＧＡＰの認証取得を支援

先行モデルとして、
見沼グリーンセンターがグローバルＧＡＰ認証を取得



見沼グリーンセンターでは
・管理を行うための情報の整理・文書化

・農場内のリスク評価及び改善

農機具倉庫の整理整頓 手洗いの手順を明記 各種記録簿の作成

市の特産物「さつまいも」の栽培で、
グローバルＧＡＰ認証取得

販路拡大、収益増へつなげる



さいたま市ではＧＡＰ認証の取得に係る
コストの一部を支援

補助事業名： 第三者認証ＧＡＰ取得支援事業

支援対象者： 農業経営者・農業経営者団体・農業協同組合

支援内容

①ＧＡＰ実践導入事業

・認証に必要な水質・土壌等の検査実施

・ＧＡＰ指導員等による農場点検

・認証に対応する備品設置や施設の改修など

②ＧＡＰ認証取得・継続事業

・審査機関によるＧＡＰ認証の農場審査等

③研修事業

・ＧＡＰ認証取得に係る研修会の受講・開催

補助率： １／２以内



今後の取組み

ＧＡＰの取組に向けた啓発や技術の習得を目的とした講習会等を開催。

見沼グリーンセンターでのＧＡＰ認証取得の経験を活かした研修会の実施。

地場産農産物の魅力を高め、農産物のブランド化を推進するため、
ＧＡＰの取得支援を推進。
⇒平成３２年度末までに、ＧＡＰ認証取得農家数１１件以上を目指す

市内農産物への信頼性の向上・流通の販路拡大


